
栗⼭尚⼦（神⼾⼤学⼯学部建築学科准教授）
研究テーマ

• １．地域資源の活⽤による景観の保全・育成に関する
施策と⼿法に関する研究
（アーバンデザインに関する研究）
• ２．密集市街地整備の誘導⼿法や震災復興計画・事業
に関する研究
（市街地再構成に関する研究）
• ３．住宅地のエリアマネジメントに関する研究
（まちづくりに関する研究）
• ４．国内外の⼤学との連携による都市デザインに関す
る研究

2021年2⽉夢ナビ講義（神⼾⼤学・栗⼭尚⼦）
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眺望景観のコントロール（規制・誘導）⽅法や
施策に関する研究

歴史的なまちなみの保全・育成に向けての建築
物のデザイン基準に関する研究

郊外住宅団地の再⽣に関する研究や実践活動

規模の⼤きな建築物の設計時に、住⺠の意⾒を
取り⼊れ、地域になじむ建築物の実現にむけた
⽅法に関する研究（景観デザイン協議）

2021年2⽉夢ナビ講義（神⼾⼤学・栗⼭尚⼦）
建築や景観に着⽬して、地域課題の解決や地域の魅⼒向上につなげる。
研究内容の例：
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まちなみから地域を理解する。
地域の価値の表現⽅法の⼀例：
現地調査、ヒアリング調査結果をまとめて、地域の魅⼒ブックを作成。
ブックを地域住⺠へ配布し、地域の魅⼒の共有に努めた。新規⼊居者の増加に貢献するため、
不動産会社に設置してもらった。

2021年2⽉夢ナビ講義（神⼾⼤学・栗⼭尚⼦）

標⾼300m 鶴甲の暮らし（神⼾市灘区鶴甲団地魅⼒ブック）、エリアマップ
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2021年2⽉夢ナビ講義（神⼾⼤学・栗⼭尚⼦）

標⾼300m 鶴甲の暮らし（神⼾市灘区鶴甲団地魅⼒ブック）pp.9‐10
地域住⺠の⽅々への⽣活に関するヒアリング調査を実施。
まちなみの魅⼒に加え、暮らし・⽣活を地域の魅⼒としてとらえ、コミュニティの情報をまとめた。
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